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14− 2 リクセル の使用経験
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　　　　3 名の 長期透析患者に リクセル を使用 した成績 を報告す る／） 【症例 月 男性 42
才 、肩 痛 とそ れ に伴 うよ うな発 熱が み られ た 。 k 腕骨頭部の X −P で 数個 の 小 透亮像が 、

CT で もそ の 部位に の う胞状の 病巣が み られた 。 リクセ ル 使用 に よ り、血 圧 低下が 見 られ

た が昇圧剤投 与で 1 年間治療を継続で き た 。 末血 所見 に異常はなか っ た。 β 。

−MG も著

しく減少した。肩、手指の 痛みは消失 したが 、 しびれ 、 X − P の 骨破壊像の改善はなか っ

た 。　 【症例 2】男性 66才、破壊性脊椎関節症が も とで頸椎すべ り症 と脳梗塞 の 既往 あ り。

肩痛 とT＝ 指 の 痛み や しびれ の 訴えあ り。 リクセ ル 使用 に よ り血圧が 大 きく ド降 した。 ほ

ぼ こ の 低下 にあわせ る よ うに シ ャ ン ト側の 肩、上腕痛を訴 え 、 治療 を拒 否 した ため 16 回
で 中断 した 。 血 小板数は後で減少 したが全経過で は 問題 なか っ た 。 しか し肩痛 は数 ヶ 月

後に は消 失 し、現在 もそ の 状態が続 い て い る。 【症例 3】男性 67 才、肩痛 、手指 の しび

れ 感、疼痛あ り。透析時の 血 圧 は低 値に属 した 。 リクセ ル使用に よ り更に低下傾向が み

られ 、患者は不快感を訴え 治療を希望せ ず 、 5 回で 中止し た 。

【結論】β 2
−MG の 除去や痛み に は著効が み られ た。 しか し骨 の う胞 は改 善 しなか っ た 。

リク セ ル の 早期使用 が望 まれる 。

14− 3 加齢 性黄 斑変 性 症 に 対 し て Lflt漿 交 換療 法 を行 っ た 6 例 と 自然 経 過例

と の 比較
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目的 ：加齢性黄斑変性症 の 治療 には 、網膜光凝固術 、硝子体手 術、放射線療法、抗lfTL管
新生 薬な どを用 い る内科的療法があ る 。 今回我 々 は 、 この 疾患 に血 漿交換を行い 、thl管
新生 因 子 を除去す る こ とを想 定 して 病態 の進行 を軽減で きるか 試み た 。 そ して 視機能に
つ い て 評価 し、 血漿交換 を行 わなか っ た自然経過例 と比較 した の で報告す る。
方法 ：対象は 平成 7年か ら平成 9 年 の 聞に加齢性黄斑変性症にて 当院眼科 を受 診 した ，
または通 院 して い た 6例で男性 4 例 、 女性 2 例 、 年齢46歳か ら64歳 （平均 58．5歳 ）で あ
る 。 1眼 目 （初発眼）がすで に典型 病巣 へ 進行 して お り視力不 良で さ らに対側 眼に も発
症 し 、 初期病巣で は あ るが網膜光凝固術 の 適応がな い症 例 を対象 と した。 当院透 析科 に

て 血漿交換を行 っ た。
結果 ： 対側眼 の 結果 は、視力 は 6 眼中で 悪化は 1 眼 、不 変 5 眼、視野は暗点 の 増加 、狭
窄 をみ とめたもの は 6 眼 中 1 眼 、 不変 5 眼 、 眼底所見 、 蛍光眼底造影検査 は 6 眼 中で 悪

化は 1 眼 、 不変 は 5 眼で すべ て の検査 にお い て 改善は認め られなか っ た 。 典型病巣へ 進
行 して い た初発 眼は全例萎縮病巣 へ 進行 した 。 また血 漿交換 を行わなか っ た 自然経過 例
は全例悪化 した 。

結論 ： 血 漿交換を行わな か っ た 自然経過例は全 例悪化 した が、 血漿交換 を行 っ た例で は
経過観察 中、病期の 進行 しな い 症例が存在 した こ とか ら血 漿交換の 治療効果 を期待で き
る 可能性が ある と考え られ た 。
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